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図2.4　IRIFの例。未照射（NIR）と照射（2Gy）した細胞を固定しγH2AXと53BP1で染色した。時間の関数としてのIRIFの定量
化は修復速度を反映している。JallaiとBristow（Princess Margaret Cancer Center）により提供。
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図6.2　光子と比較した中性子の照射後の高密度の荷電粒
子によって引き起こされる大きなDNA損傷。

図18.4　図18.2aに示されたものと同じ腫瘍における、より広
範囲な腫瘍領域の合成二値画像（composite binary image）。

図22.7　同時併用化学放射線療法で治療された左下咽頭扁平上皮癌（T4bN0M0）の症例。予防的な線量56 Gy（1.6 Gy/日で35回）
が両側頸部のレベルⅡからⅣに投与された。治療の線量70 Gy（2Gy/日で35回）が原発腫瘍のPTVに投与された。原発腫瘍のGTV
内にはFDG-PETの分布に基づいて、線量が「ペイント」され86 Gy（2.45 Gy/日で35回）まで増加された。

(a) (b) (c)

図25.2　蝶形骨洞髄膜腫の治療におけるIMRT（a：IMRT：6MeV、トモセラピー、57.6 Gy 32分割）、IMPT（b：IMPT：160 MeV、
57.6 Gy equivalent 32分割）、炭素イオン線（c：60 Gy equivalent 20分割）の線量分布の比較。炭素イオン線と陽子線の計画では、
同じビーム配置が使用された。これらの計画は二つの側方ビームと一つの頭側ビームから成る。（9）から許可を得て引用。
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